


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発言者 発言内容 考察 誰に対する発言か 話し合いの節
時間軸は，右から左へ
かった「集団学習」も見られたものの，指導案や
実際の教師のはたらきかけから，前半の節は，第
一発言者を理解する中で，本時のねらいに直結し
た話し合いの節がつくられていく展開にしようと
して教師がはたらきかけていることを結論づけた。
このように，「集団学習」前半の節では，学級
の仲間が第一発言者を理解する中で，本時のねら
いに直結する話し合いの節がつくられていく展開
となっていることが明らかになった。
イ．後半の節
～節の中で一人一人の感じ方を紹介し合う～
実際の授業では，子どもたちが自分の思いを発
言する中で，教師はそれを受けとめ，時に話し合
いの深まりが促されるように，また，話し合いの
整理がなされるようにはたらきかけていた。
このように，「集団学習」後半の節は，つくら
れた話し合いの節の中で子どもたちが話し合う展
開となっていることが明らかになった。
Ⅳ．議論
（1）教師の立場から見たときの，「集団学習」と
「くらしのたしかめ」の比較
これまで明らかになった，「くらしのたしかめ」
と授業における「集団学習」の展開を比較したとこ
ろ，両者の間には，いくつかの共通点と相違点があ
ることが認められた（表1）。
・子どもの立場から見ると，両者は同じ質の話し
合いとなっている。
「集団学習」と「くらしのたしかめ」では，発言
を聞く子どもの構えが共通していることが明らかに
なった（表1）。授業であるか否かによらず，どち
らにおいても，学級の仲間を理解しようとする構え
で発言を聞いているのである。
このことは，もちろん話し合う内容を教師が設定
するのではなく，発言してくる子どもがそのきっか
けになっていることから，まず，発言者の思いをき
ちんと聞かなければ，話し合いが成立しないという，
話し合いの流し方の特徴からきていると考えられる。
このように，子どもの立場から見ると，「くらしの
たしかめ」も「集団学習」も，教科学習であるかど
うかにとらわれず，同じように学級の仲間を理解す
ることを根底に据えた話し合いであるといえる。
・教師の立場から見ると，両者は異なる質の話し
合いとなっている。
表1における，「子どもの発言の背景にあるもの」，
「教師の構え（開始前）」，「教師のねらい」の部分に
注目すると，教師の立場から見た，「集団学習」と
「くらしのたしかめ」の相関性が見えてくる。
教師の立場から見た，「集団学習」の性質を示し
たモデルを図5に示す。また，「くらしのたしかめ」
の性質を示したモデルを図6に示す。
生活科における話し合いと「くらしのたしかめ」の比較
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表１ 子どもの立場から見たときの，「集団学習」と「くらしのたしかめ」の比較
特徴の視点 くらしのたしかめ 授業における集団学習
発言する子どもの構え 自分の思いを理解してほしい
発言を聞く子どもの構え 事実を確かなものにしながら，仲間を理解しようとする
子どもの発言の背景にあるもの それぞれのくらし それぞれの追究
話し合いの軸 子ども
教師のはたらき
（開始前） 特になし
これまでの追究をもとに，
集団学習の構想を練る
（前半）
発言者を理解しながら，
学級の仲間が発言者を理解する状況をつくる
（後半）
発言を受けとめながら，より深まりのある
話し合いになるよう，はたらきかける
教師のねらい
毎時間の明確なねらいはない
遠いところにねらいがある
単元のねらいに直結した，毎時間
の本時のねらいが明確にある
図5の「集団学習」のモデルは，上から下に向
かって時間が経過している。モデル中央の四角が1
時間の「集団学習」であり，その中の矢印の上に，
子どもの聞く構えや，教師のはたらきかけの構えを
示している。また，その四角の上は「集団学習」前
の追究を，下は「集団学習」後の追究を示しており，
「集団学習」前における教師の構えや，「集団学習」
の先にあるねらいも示されている。
「集団学習」は，長い単元の中のわずか1時間の
授業であるため，単元のねらいに直結している本時
のねらいを設定し，それに向けて話し合いが行われ
るようにしなくてはならない。そのため教師は，子
どもの背景にあるこれまでの追究状況をとらえ，本
時のねらいを定める。
そして，「集団学習」の構想を練る，すなわち指
導案を作成するのである。
一方，「くらしのたしかめ」はどうであろうか。
図6の「くらしのたしかめ」のモデルも，上から
下に向かって時間が経過している。モデル中央の四
角が1回の「くらしのたしかめ」であり，その中
の矢印の上に，子どもの聞く構えや，教師のはたら
きかけの構えを示している。また，その四角の上は
「くらしのたしかめ」の背景にあるくらしを，下は
「くらしのたしかめ」等を通してつくられていく，
「仲間を理解する学級風土」という遠いところにあ
るねらいを示している。
「くらしのたしかめ」も意図的な教育活動として
教育課程に位置付いていることから，当然ねらいは
ある。しかしながら，子どもの背景にあるものはそ
れぞれのくらしそのものであるため，教師は発言を
事前に予想したり，話し合いの構想を練ったりする
ことができない。また，共通の課題やテーマ・設題
を与えられた中で，継続的な学習活動を展開してき
ているわけでもない。これらのことから，明確な本
時のねらいを事前に定めることはできないのである。
以上のことから，教師の立場から見ると，「くら
しのたしかめ」と「集団学習」は，事前に想定でき
るかどうかという点で，異なる質の話し合いである
といえる。
（2）堀川小学校において，「くらしのたしかめ」
を全学年で通して行うことの価値
ア．教師にとっての価値
・ 「くらしのたしかめ」の積み重ねによって，
仲間を理解する学級風土がつくられる。それが
基盤として存在することで，「集団学習」にお
ける学びが成立する。
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図５ 「集団学習」のモデル
図６ 「くらしのたしかめ」のモデル
1回のくらしのたしかめ はたらきかけ
構え ねらい
時間軸は，上から下へ
 
 
このことをモデルとして図7に示す。
「くらしのたしかめ」のねらいとは，何なので
あろうか。そのことを紐解くために，表 1の
「話し合いの軸」と「発言を聞く子どもの構え」
の部分に注目した。
「くらしのたしかめ」における教師の構えは，
まず第一発言者のことを，学級の仲間が理解でき
るような状況をつくることを意識して行われてい
たといえる。そして，第一発言者を軸として話し
合いが行われるように，発問を投げかけていた。
これらの教師のはたらきかけこそが，学級の仲間
を理解していこうとする子どもの構えを育ててい
くことにつながっており，このことこそ，「くら
しのたしかめ」のねらいだと考えられる。日々の
「くらしのたしかめ」を積み重ねていくことによっ
て，仲間を理解する構えが一人一人に育っていき，
やがては仲間を理解する学級風土がつくられるこ
とにつながる。だからこそ，子どもは，自分とは
異なる追究をしている学級の仲間を気にかけ，心
を動かされ，どの子どもにとっても価値ある「集
団学習」が成り立つと考えられるのである。
堀川小学校では，学習は個においてのみ成立す
るという立場から，一人一人が個性的な追究を行
う授業実践が行われている。仮に，学級の仲間を
理解しようという構えが子どもに育っていない状
態で「集団学習」を行ったとしたら，子どもたち
は自分の追究に関する発言をするばかりであり，
自分とかかわりの薄い仲間の発言に耳を傾けない
のではないだろうか。そのような「集団学習」で
は，一人一人の追究の深まりが期待できるはずも
ない。だからこそ，日々，くらしのたしのたしか
めを全学級において行うことで，仲間を理解する
学級風土をつくり，それぞれ個性的な追究をして
いる子どもでもかかわり合い，深め合える「集団
学習」が成り立つように学びの環境を整えている
のである。
イ．子どもにとっての価値
・ 子どもにとっては，「くらしのたしかめ」も，
授業における「集団学習」も，「学級の仲間
を共感的に理解しながら話し合う」という点
では同じである。そういった学級風土がつく
られているからこそ，発言者は「みんなにしっ
かり聞いてもらえる」という安心感をもって
発言でき，聞いている子どもにとっても，
自分を豊かにする学びが保証されることにな
る。
子どもの立場からすると，「くらしのたしかめ」
も授業における「集団学習」も，「学級の仲間を
共感的に理解しながら話し合う」という点では同
じ話し合いである。教師からすると，子どもの発
言の背景にあるものはそれぞれで違ってくるが，
子どもはそのことを意識していないのである。す
なわち，どのような話し合いであっても，常に
「学級の仲間を共感的に理解する」という構えを
子どもはもっており，そのことこそ，子どもにとっ
て価値ある育ちといえるのである。そして，その
構えがあるからこそ，発言者は安心して自分の考
え・思いを発言できるし，聞いている子どもはさ
らに自分を豊かにすることができるのである。
Ⅴ．まとめ
（1）結論
結論①：「くらしのたしかめ」，「集団学習」の特
徴と，それらの共通点，相違点について
ア．「くらしのたしかめ」の特徴
・ 2つの節に分けられる。前半は「第一発言者
の思いや背景を聞き，理解する」という節，後
半は「第一発言者の発言を受けて，一人一人の
感じ方を紹介し合う」という節の2つである。
・ 子どもは，発言者の思いや考えを共感的に理
生活科における話し合いと「くらしのたしかめ」の比較
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図７ 「集団学習」が成立する上での「くらしのた
しかめ」の存在意義
解しようとする構えで聞いている。
・ 教師は，子どもとともに発言者を理解しなが
ら，まず学級の仲間が発言者の思いや考えを共
感的に理解し合える状況をつくっている。
イ．「集団学習」の特徴
・ 2つの節に分けられる。前半は「第一発言者
を理解しながら，本時のねらいに直結した 話
し合いの節が生み出されていく」という節，後
半は「節の中で一人一人の感じ方を紹介し合う」
という節。
・ 子どもは，発言者の思いや考えを共感的に理
解しようとする構えで聞いている。
・ 教師は，子どもの発言をまわりの子どもと同
じように共感的に受けとめながら，本時のねら
いに直結した話し合いの節がつくられるように
はたらきかけている。また，学級の仲間が発言
者を理解できる状況をつくりだそうとしている。
ウ．両者の共通点
・ 発言を聞く子どもの構えが共通している。ど
ちらも，事実を確かなものにしながら，仲間を
理解しようとする構えで発言を聞いている。
エ．両者の相違点
・ 教師のはたらきかけの構えが異なる。「「くら
しのたしかめ」」においては，子どもの発言の
背景にあるものはくらしであり，教師は発言を
予想することができない。そのため，毎時間の
明確なねらいはなく，学級風土をつくる，とい
う長期的なねらいに向けて，はたらきかける。
一方，「集団学習」においては，子どもの発言
の背景にあるものは一人一人の追究であり，教
師は子どもの追究状況を分析することで発言を
予想することができる。そのため，単元のねら
いに直結した，明確な毎時間のねらいに向けて
のはたらきかけが可能となる。
結論②：堀川小学校の授業が成立する上で，「く
らしのたしかめ」がどのように関連しているかに
ついて
「くらしのたしかめ」の積み重ねによって，仲間
を理解しようとする構えが育っていく。そのことが
「集団学習」の進め方にも転移される。すなわち日
頃からつくられた，仲間を理解しようとする学級風
土が先にあり，それが「集団学習」を成立させる上
で欠かせないものとなっている。
このような「仲間理解」を中核に据えた学びは，
「生き方」に直結した学びとなると考えられる。
（2）残された問題
今回研究対象としたのは，第1学年の1学級の
みである。発達段階や教師の価値観の違いによって，
仲間を理解する状況づくりに，どのような違いが見
られるのかはまだ明らかにされていない。そのため，
他の学級，他の学年の「くらしのたしかめ」では，
仲間を理解する状況がどのようにつくられているの
かを明らかにし，全ての学級において同じような解
釈が可能かどうかを吟味する必要がある。
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